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１１月１日（金）・２日（土）、「新しい時代に刻む１ペ

ージ」をテーマに文化祭を開催しました。開会式で生徒会長

の上野さんが「待ちに待った文化祭。新しい時代に刻む１ペ

ージにふさわしく串本古座高校らしい文化祭をみんなで作り

上げ、思い出に残る最高の２日間にしましょう。」と呼びか

けました。オープニングは吹奏楽部。サプライズで先生方が

演奏に合わせ踊り出したときは、とても盛り上がりました。

書道部によるパフォーマンスや２年生クラスによる発表、有

志ステージが続きました。２日目は、各クラスが工夫したバ

ザーやアトラクション、芸術選択生の作品展示でした。昨年

から出展している「ＪＲ」のブースには親子連れでにぎわっ

ていました。ご来場いただいた保護者や地域のみなさま、本

当にありがとうございました。

１１月８日（金）今年度２回目の避難訓練がおこなわれま

した。今回は、いつ訓練がおこなわれるか、生徒には詳しく

知らせないまま訓練を行いました。避難場所を３棟の３階と

雇用促進住宅前の２カ所に設定、授業をしている教室から近

いところに、それぞれ教科担当の先生の指示に従って避難し

ました。いつ起こるか分からない災害に備え、これからも訓

練を続けたいと思います。

ＣＧＳ部が本年度の「善行青少年関係・団体部門」で和歌

山県青少年育成会長表彰を受けました。ＣＧＳ部にはこども

園ボランティア班、学童ボランティア班、ジオパーク班、鉄

道班、ローカルウィキ班、調理班の６班があり、部員が探究

的に問題を発見し、その問題を解決するための取り組みや、

地域の活性化につながる活動は何かを考えています。学校内

での班活動だけでなく、全部員が協力する校外活動にも取り

組んでおり、ボランティア活動やフィールドワークを通じて

地域と密接に関わっていることが大きく評価されました。こ

れまでの取り組みを継続・発展させてほしいと思います。

１１月１５日（金）、地域協議会が「出張！和大くろしお

塾」と称して大学生との交流会を開催してくれました。この

日は和歌山大学の村田教授のほか教育学部、経済学部、シス

テム工学部、観光学部の学生７名が来校してくれました。生

徒は関心のある学部の大学生から直接話を聞き、大学での学

び方やゼミの仕組みなど熱心に質問し、大学生活のイメージ

を膨らませていました。最後に大学生から「学習のモチベー

ションを上手く保つ」、「１日１日を大切にする」など大学

受験に向けて頑張るようエールを贈っていただきました。

１１月１８日（月）、体育館で１年の職業別ガイダンスを

行いました。生徒は将来の自分を見据え、興味のある分野の

ガイダンスを聞かせていただきました。それぞれの分野で資

料を見ながら詳しい説明をしていただき、生徒たちは熱心に

耳を傾け、自分の進路について考えを深めていました。

Facebook(@kushimotokozahighschool)もご覧下さい


